序文 by 中井  裕
序文
著者 中井  裕
雑誌名 複合生態フィールド教育研究センター報告 =
Bulletin of Integrated Field Science Center
巻 24
発行年 2008-12
URL http://hdl.handle.net/10097/50561
序 文
｢震｣｡今年のフィールドセンターを表わせば､この一文字だろうa
フィールドセンターは､平成18年5月28日の崖崩れ､ 19年3月9日の火災に次いで､今年は地震に見舞われた0 20年6
月14日(土) 8時43分ころ､岩手県内陸南部を震源とするM7.2の地震が発生した｡岩手県奥州市と宮城県栗原市での震度
6強をはじめ､各地で強い揺れが観測され､フィールドセンター川渡の北側に位置する栗原市花山および栗駒では､白糸の滝､
湯浜､熊倉､駒の湯温泉において人的被害を含む甚大な被害が発生した｡この地震は､後に気象庁により平成20年(2008年)
岩手･宮城内陸地震と命名された｡
幸いにも農場ではけが人はなく､建物の被害も小さなひび割れ程度であったが､道路の被害は大きかった｡構内の幹線道
路の7箇所に亀裂が入り､路肩が沢側にずれ込んだ箇所もあり､橋の欄干にひび割れが生じ､本館に続く唯一の舗装道路は
通行止めとなった｡ウシ111頭(黒毛和牛52頭､日本短角種59頭｡ 5-7月に放牧地で生まれる仔牛数は含まず)を六角
牧場に放牧中であったが､この山の上の放牧地に車両で侵入できる道路は､全て被害を受け､通行不能となった｡北側(国
見峠～県林道～ゲート)進入路に入るための県道は大きく陥没して車両通行不能､東側(坂下～尚武沢ゲート)進入路は2
箇所に亀裂が入り､路肩が崩落する危険があり､普通車以上の車両の進入は不能であった｡いずれの道路も早期の修復は困
難と考え､迂回路および新規進入路を模索した｡幹線道路については､圃場内の砂利道を舗装して迂回路とすることにした｡
六角牧場-の道路は､薮こぎして作業道など数カ所を調査した結果､軽自動車を新規購入して､徒歩とこの車で対応するこ
ととした｡その後､センター予算で北側進入路を復活させ､ 11月になって､幹線道路の亀裂と欄干の修理を低予算で実施し､
冬前にセンターの災害復旧は終了した｡文章にすれば簡単であるが､事務および技術職員の努力は大変なものであった｡
平成18年の崖崩れ箇所に関しては､調査測量を実施し､秋に工事方法などが提示されており､現在､工事の実現に向け
て大学本部と折衝中である｡ 19年の被災建物の代替となるポストハーベスト棟､仮設牛舎､新牛舎の3棟は全て完成し､使
用が開始されている｡
凄まじい震災の年はこうして終わろうとしているo
｢震｣という文字は､易では八卦の一つであり､雷をあらわし､陽気がようやく動き出そうとする象(かたち)を示し､
季節では春に当たる｡このところ､立て続けに起こった山崩れ､火災､地震に震擦させられてきたが､フィールドセンターは､
今｢世界リーディング･フィールド科学教育研究拠点の確立｣を目指して､明るい春に向かって確実に前進している｡
今年も雪のないクリスマス･イヴを迎えた川渡にて
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